
Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism

今後の進め方について

資料４



議論いただきたい項目（今後の進め方について）

タイムライン（案）
2027年度中 2030年代半ば2025年度

新東名建設中区間等に
おける社会実験

既存施設等を活用
した模擬的な空間に
おける実証実験

①東京－大阪間の高速道路構造
カルテの作成・公表

②物流等のシミュレーション
③官民協議会（仮称）の設置

〇自動物流道路の技術開発の方向性を検討するため、社会実験に先立ち、既存の施設等を活用し、搬送機器等を用いた自
動物流道路の実証実験（POC）を実施してはどうか。

〇自動物流道路の実装に向けた検討を促進し、実証実験において検討すべき課題等を抽出するなど、技術開発に係る論点
等について民間事業者との意見交換を行うための自動物流道路に関する官民協議会を設置してはどうか。

〇ビジネスモデルの具体化の検討を促すため、
・東京－大阪間の高速道路構造のカルテの作成・公表してはどうか。
・今後の物流需要を踏まえつつ、物流、通信、電力等のシミュレーションを実施してはどうか。

〇特に以下の内容に焦点を当てつつ、議論を行ってはどうか。

・ルート、走行空間、拠点等のインフラ仕様の検討

・協調・競争領域の範囲の設定

・技術開発を促進するためのロードマップの作成

・実証実験におけるデータ収集範囲、共有方法の検討

・海外展開を見据えた議論 等

＜官民協議会（仮称）＞
【目的】自動物流道路の実装に向けた検討を促進するため、自動物流道路の運営者、利用者、要素技術の保有者等の民間事業
者の意見の集約を行う。（協議会メンバーは公募を想定）
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※官民協議会は、自動物流道路に関する検討会に対し、技術開発の実情を踏まえ
た社会実験、実証実験等の仕様条件に関する提案を行うとともに、実証の成果・
データを関係者間で共有し、技術開発促進に向けた工程等への提案を行う。
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